
資料編 第１章 木造天守復元の概要 

特 別 史 跡 名 古 屋 城 跡 木 造 天 守 整 備 基 本 計 画  

 

  

 

（１） 特別史跡名古屋城跡保存活用計画 

① 保存活用計画の位置付け 

保存活用計画は下図のとおり、上位計画に基づき、市の関連施策との連携を図りつつ、既存の名古屋
城についての各計画を包括した計画として、策定したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 保存の方向性 

 
 
 
 
 
 

○ 本計画の保存管理方法に従い、現存遺構等の適切かつ厳格な保存管理を行う 
○ 本計画の植栽管理方針に従い、城跡としての風致を維持・向上する植栽管理を行う 
○ 本計画の現状変更等の取扱方針・基準に従い、本質的価値を著しく損なうことなく保存・活用事業を進める 
○ 周辺地域の歴史的な環境保全や名古屋城を中心とした景観形成を行い、地域一体として歴史的価値を高める 
○ 特別史跡指定地外の現存遺構等を適切に保存するために、特別史跡追加指定等に向けた取組みを推進する 
○ 特別史跡指定地内の一体的な保存管理ができるよう、民有地公有化の必要性を検討する 

 

③ 活用の方向性 

 
 
 
 
 
 

○ 適切な範囲・方法で公開し、往時の名古屋城の姿を正確に伝える 
○ 展示施設など諸施設を充実させ、名古屋城の歴史や価値等をわかりやすく伝える 
○ 企画・イベントを充実させ、名古屋城への理解を深めるとともに名古屋城の魅力向上を図る 
○ 情報発信の方法と内容を充実させ、名古屋城の普及・周知を図る 
○ 周辺の歴史的関連資産等との連携を図り、広域的に名古屋城の歴史を伝える 

 
 

④ 運営・体制の方向性 

 
 
 
 
 
 

○ 名古屋城総合事務所の調査研究体制を強化し、計画的・継続的な名古屋城の調査研究を進める 
○ 管理主体間や庁内関係部署間の連携を強化し、特別史跡名古屋城跡の保存・活用を円滑に進める 
○ 有識者で構成する検討会議を継続し、特別史跡名古屋城跡の保存・活用を適切に進める 
○ 多様な主体と協働し、特別史跡名古屋城跡の保存・活用の幅を広げる 
○ 防災体制の検討と防犯体制の強化により、文化財保護や来場者の安全確保に努める 
○ さらなる魅力向上を図るために、効率的な運営・体制を検討する 

 
 

基本 
方針 

名古屋城の歴史的価値を後世へ確実に継承していくため、特別史跡全体の保存管理を厳
格に行う。 

基本 
方針 

往時の姿と歴史的価値を正確にわかりやすく伝えるとともに、名古屋城の魅力を向上させ
る。 

基本 
方針 

特別史跡名古屋城跡の保存・活用を推進するため、調査研究体制を強化するとともに多様
な主体と連携した効率的で効果的な運営・体制の構築を目指す。 

名古屋城 関連計画 

名古屋市基本構想（S52.12） 

名古屋市総合計画2023（R2.4） R2.3

特別史跡名古屋城跡 

保存活用計画 

（H30.5） 

関連計画 

・名古屋市都市計画マスタープラン（R2.6） 

・名古屋市景観計画(H30.10) 

・なごや緑の基本計画2030（R3.3） 

・名古屋市公園経営基本方針(H24.6) 

・名古屋市文化芸術推進計画（R3.1） 

・名古屋市歴史文化基本構想（H29.3） 

・名古屋市歴史まちづくり戦略(H23.7) 

・名古屋市歴史的風致維持向上計画(H26.2) 

・名古屋市観光戦略 (H31.3) 

・名古屋市地域防災計画(R4.7修正) 

＜活用に関わる計画等＞ ＜整備に関わる計画等＞ ＜保存管理に関わる計画等＞ 

名勝名古屋城二之丸庭園保存管理計画書（H25.3） 

名古屋城のカヤ保存計画（H23.3、H24.3） 

本丸御殿展示・観覧等 
基本・実施計画書 

（H21、H23.3、H24.3） 
本丸御殿復元課題調査 

報告書、基本計画 
（H10.2、H14.2、H19.3） 

＜周辺地域に関する計画＞ 

・金シャチ横丁基本構想（H25.3） ・文化のみち  ・堀川まちづくり構想（H24.10） 
・金シャチ横丁第二期整備博物館ゾーン整備基本構想（R5.3） 

名勝名古屋城二之丸庭園整備計画書（R4.3） 

本丸整備基本構想（R3.3） 

天守整備基本構想（R3.3） 

（１） 特別史跡名古屋城跡保存活用計画 

特別史跡名古屋城跡木造天守整備基本計画（R5.3） 天守台石垣保存方針（R5.5） 
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（２）名古屋城略年表 

区
分 

形状による
区分（※1） 

藩主・ 
管理者 

和  暦 西 暦 天守に関する事項 名古屋城全体に関する事項 社会的事項 

近 
 

 
 

世 

第Ⅰ期 
 

五階のみ
銅板葺

き、一階
～四階は

瓦葺 

尾張 
徳川家 

慶⾧14 1609 徳川家康が名古屋城築城を決定（「名古屋遷府令」）     

慶⾧15 1610 
公儀普請により名古屋城築城開始 
加藤清正、天守台を完成、各曲輪の石垣もほぼ完成 

    

慶⾧17 1612 大天守・小天守完成     

慶⾧19 1614 本丸天守の北東石垣八十間が崩れ修理   大坂冬の陣 

慶⾧20 1615   本丸御殿完成   

元和3 1617   二之丸御殿完成   

寛永5 1628   この頃、二之丸庭園（北御庭）が完成か   

寛永10 1633   本丸御殿に上洛殿などを増築   

万治3 1660 大風により天守の漆喰が剥落（『正事記』）     

寛文9 1669 

全ての壁を下地取り換え、壁塗り替え 
全ての屋根の土居葺・瓦土・瓦葺き直し、屋根漆喰塗り替え 
全ての屋根の谷の鉛瓦敷き直し、五階屋根銅瓦繕い・銅釘打ち直し 
二階から三階への階段廻りに1ヶ所、三階から四階への階段廻りに3ヶ所、格子窓を新設（『国秘録 御天
守御修復』） 

  
地震（『愛知県災
害誌』） 

貞享2 1685 

五階屋根鋲釘打ち足し 
四階～二階屋根、垂木・裏板・木舞・裏甲・谷樋木・瓦座の腐朽箇所を補修し、土居葺・瓦葺き直し 
一階屋根差し瓦。全ての屋根漆喰塗り直し 
飾金物打ち直し（『国秘録 御天守御修復』） 

    

元禄8 1695 天守修繕（『尾藩世記』）     

宝永4 1707 宝永の大地震。天守に被害があり、下記宝永６年の修理に至る（『名古屋城史』）   宝永の大地震 

宝永6 1709 

一階四周、壁・一部床板根太解体 
一階西側土台はらみ出しを引き戻す 
二階西側の沈下した柱を上げて柱下に樫板敷き。梁・垂木の抜け出しを引き寄せる（『国秘録 御天守御
修復』） 

    

享保5 1720 三階・四階破風の垂木・裏板・土居葺・葺土・谷鉛瓦・瓦・漆喰やり直し（『国秘録 御天守御修復』）     

享保10 1725 
五階壁下地取り換え・壁塗り替え 
四階西唐破風裏板取り換え、樋下地作り替え、土居葺・瓦葺き直し 
三階南垂木裏板打ち替え、垂木打ち直し（『国秘録 御天守御修復』） 

    

享保11 1726 
五階南東に桔木挿入、裏板・銅瓦下地作り替え 
五階箱棟修理、前包取り替え、妻くぐり戸作り替え、四階・三階・二階屋根部分修理 
鯱修理（『国秘録 御天守御修復』） 

    

享保13 1728 
四階・三階屋根部分修理、穴蔵井戸際中仕切りの蔀戸修理 
五階～一階窓戸244本修理、敷居溝の敷鉄打ち直し（『国秘録 御天守御修復』） 

    

享保15 1730 鯱修理、鯱の鳥よけ取り付け（『国秘録 御天守御修復』）     

享保17 1732 四階・三階・二階屋根廻り修理（『国秘録 御天守御修復』）     

享保19 1734 五階～一階壁廻り修理（『国秘録 御天守御修復』）     

享保20 1735 三階敷梁繕い、下梁指肘木取り付け、添柱立て（『国秘録 御天守御修復』）     

元文4 1739 五階～二階破風廻り修理（『国秘録 御天守御修復』）     

元文5 1740 大風により破損したため、五階～一階の壁塗り直し（『国秘録 御天守御修復』）     
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区
分 

形状による
区分（※1） 

藩主・ 
管理者 

和  暦 西 暦 天守に関する事項 名古屋城全体に関する事項 社会的事項 

近 
 

 
 

世 

第Ⅱ期 
二階～四
階を銅板
葺に屋根
葺替え 

尾張 
徳川家 

宝暦2 
～ 

宝暦5 

1752～
1755 

天守、西北側の石垣全てを積みなおす 
一階・二階通し柱の引き起こしによる傾斜の是正、かつ揚屋による不動沈下の是正 
二階～四階屋根を本瓦葺きから銅板瓦棒葺きに改める 
外周唐破風・千鳥破風の妻飾・破風板・懸魚を銅板で包む 
雨樋竪樋新規取り付け （※2） 

  

文政10 1827 鯱修理。鯱の木部図面が作成された（『金城温古録』）     

天保13 1842   藩命により尾張藩士である奥村得義が『金城温古録』の執筆開始   

弘化3 1846 鯱修理（『名古屋城史』） （※3）     

万延元 1860   奥村得義が『金城温古録』前半の清書本を藩に献上   

慶応3 1867     大政奉還 

明治4 1871 金鯱、名古屋城から降ろされ、東京の宮内省に献納される   廃藩置県 

近 
 

 
 

代 

陸軍省 

明治5 1872   

6月、名古屋城本丸に東京鎮台第三分営が置かれ、天守を仮兵舎、本丸御殿を本部と
して利用9月、二之丸が陸軍省の所管となる 
文部大丞町田久成・宮内少丞世古延世から大隈重信宛に「名古屋城等保存ノ儀」が建
議される（『失われた国宝名古屋城本丸御殿』） 

  

明治6 1873   
全国城郭ノ処分並兵営地等撰定方（廃城令）が出されるが陸軍省所管となっていた名
古屋城は廃城を免れる 

  

明治12 1879 前年から行われていた金鯱復旧工事完了（『愛知県史蹟名勝天然紀念物調査報告第九』） 陸軍省、内務省、大蔵省により名古屋城が姫路城とともに永久保存する方針とされる   

明治24 1891 
濃尾地震により天守北側の石垣が少し孕む（『愛知県史蹟名勝天然紀念物調査報告第九』） 
木子文庫蔵「本丸・深井丸・西之丸地図（震災石垣破損個所調査）」では天守石垣は「旧形之侭」とされ
ている 

濃尾地震が発生し本丸の多聞櫓、西之丸の榎多門などが大破、二之丸東二之門門外の
南側石垣の一部が崩壊。石垣は本丸（内堀含め）17面、西之丸15面、御深井丸3面に
崩落、孕みが生じ、御深井丸に１箇所地割れが生じる 

濃尾地震 

宮
内
省
（
本
丸･ 

西
之
丸
・
御
深
井
丸
） 

陸
軍
省
（
二
之
丸
） 

明治26 1893   本丸と西之丸の一部が宮内省に移管され、名古屋離宮となる   

明治35 1902  奥村得義養子 定（さだめ）が『金城温古録』の後半清書本を尾張徳川家に献上   

明治43 1910 
小天守の鯱を瓦製の物から青銅製に変更 
青銅製の物は江戸城から移したもの（『愛知県史蹟名勝天然紀念物調査報告第九』、『名古屋城史』） 

  

大正8 1919   この頃、宮内省内匠寮が名古屋離宮の実測図作成に着手   

名
古
屋
市
（
本
丸
・
西
之
丸
・
御
深
井
丸
） 

昭和5 1930 
12月11日 名古屋離宮が廃止となり名古屋市に下賜され、本丸・西之丸・御深井丸が名古屋市所管となる（宮内省告示第37号） 
元離宮名古屋城内の建造物24棟、附7棟、計31棟が国宝（旧国宝）に指定される 
近世城郭の天守・御殿としては初めての国宝指定 

  

昭和6 1931   名古屋城の一般公開開始（二之丸を除く）   

昭和7 1932   
国宝建造物24棟の実測調査を開始（「昭和実測図」） 
12月12日 本丸・西之丸・御深井丸・水堀・二之丸空堀・三之丸土塁・外堀等が史跡
指定を受け「史蹟 名古屋城」となる（文部省告示第234号） 

  

昭和9 1934 暴風雨のため天守4階東南隅、2階東南隅、小天守2階東南隅の漆喰が一部剥落する（『名古屋城史』）     

昭和12 1937 天守鯱実測用の足場が利用され、金鱗49枚が盗まれる     

昭和13 1938 御殿・大天守・小天守の火災報知設備設置（『名古屋城史』、日本民家園大岡資料）     

昭和15 1940   「ガラス乾板写真」の撮影を開始（翌年（1939）まで）   

昭和16 1941     真珠湾攻撃 

昭和17 1942   
6月26日 旧本丸御殿障壁画 345面附16面が国宝（旧国宝）に指定（文部省告示第
519号） 

名古屋市への最初
の空襲 
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区
分 

形状による
区分（※1） 

藩主・ 
管理者 

和  暦 西 暦 天守に関する事項 名古屋城全体に関する事項 社会的事項 

現 
 

 
 

代 

第Ⅲ期 
 

焼  失 

  昭和20 1945 5月14日の大空襲により天守、旧本丸御殿をはじめとする主要な建造物が焼失し、東南隅櫓・西南隅櫓・西北隅櫓・表二之門・二之丸東二之門・二之丸大手二之門の6棟を残すのみとなる 終戦 

名古屋市 

昭和24 1949 焼失した名古屋城天守他の建造物27点の旧国宝指定が解除される    

昭和25 1950   
文化財保護法施行により西南隅櫓、東南隅櫓、西北隅櫓、本丸表二之門、旧本丸御殿障壁
画199面附16面が重要文化財に指定 

文化財保護法
施行 

昭和27 1952 
昭和期実測図が完成する（『名古屋城史』） 
本年から昭和31年にかけて、5次に亘り天守他の石垣積換え工事が実施される（『名古屋城史』） 

3月29日 「史蹟 名古屋城」が特別史跡に指定され、「特別史跡名古屋城跡」になる（昭
和29年（1954） 8月11日 文化財保護委員会告示第34号） 

  

昭和30 1955  6月22日 旧本丸御殿障壁画132面が重要文化財に追加指定（文化財保護委員会告示第38
号） 

  

昭和31 1956 名古屋城再建準備委員会結成。天守再建のための調査開始（『名古屋城史』） 
6月28日 旧本丸御殿障壁画天井板絵331面附369面が重要文化財に指定（文化財保護委員
会告示第29号） 

  

昭和32 1957 天守閣再建工事着手    

昭和34 1959 大天守閣・小天守閣・剣塀（橋台）・正門（榎多門）が完成    

第Ⅳ期 
 

再建 
天守閣 

昭和50 1975  6月23日 二之丸大手二之門、旧二之丸東二之門（本丸東二之門）が重要文化財に指定さ
れる（文部省告示第103号） 

  

昭和61 1986  名古屋城整備の基本構想調査   

昭和63 1988  名古屋城整備基本調査  

平成2 1990 天守閣内装改修工事竣工    

平成3 1991  名古屋城整備課題調査  

平成7 1995  名古屋城整備課題調査  

平成9 1997 歴史的建造物の耐震診断方法に関する調査、天守閣エレベータ棟増築工事竣工 乃木倉庫が国登録有形文化財に指定   

平成10 1998  名古屋城本丸御殿 復元課題検討委員会  

平成16 2004  本丸搦手馬出石垣修復工事に着手  

平成17 2005  特別史跡名古屋城跡 全体整備計画検討委員会   

平成18 2006  特別史跡名古屋城跡 全体整備計画検討委員会 ⇒ 特別史跡名古屋城跡 全体整備委員会  

平成21 2009  本丸御殿復元整備に着手  

平成22 2010 名古屋城整備課題調査、名古屋城天守閣耐震対策調査    

平成23 2011 名古屋城天守台石垣健全性調査    

平成25 2013 名古屋城整備課題調査    

平成26 2014 名古屋城整備検討調査    

平成27 2015 プロポーザル（技術提案・交渉方式（設計交渉・施工タイプ））の実施、優先交渉権者の決定 特別史跡名古屋城跡 全体整備委員会 ⇒ 特別史跡名古屋城跡 全体整備検討会議  

平成29 2017 基本協定の締結、基本設計、天守台石垣等遺構調査   

平成30 2018 実施設計、先行工事（木材の製材）、天守台石垣等遺構調査 本丸御殿復元完成公開、特別史跡名古屋城跡保存活用計画策定  

令和元 2019 実施設計、先行工事（木材の製材）、天守台石垣等遺構調査   

令和2 2020 
実施設計、先行工事（木材の製材）、天守台石垣等遺構調査 
特別史跡名古屋城跡本丸整備基本構想及び天守整備基本構想策定 

  

令和3 2021 実施設計、先行工事（木材の製材）、天守台石垣等遺構調査、基礎構造の検討、昇降技術の公募   

令和4 2022 
実施設計、先行工事（木材の製材）、天守台石垣等遺構調査、基礎構造の検討、昇降技術の公募、基本計
画策定 

  

（※1） 形状による区分は、本編「５ 復元時代の設定」に対応 

（※2） 麓和善・加藤由香 「名古屋城大天守宝暦大修理に関する史料と修理計画について｣ （『日本建築学会計画系論文集 第74巻 第638号』pp.937-943 2009年4月） 

加藤由香・麓和善 「名古屋城大天守宝暦大修理における仮設工事について」 （『日本建築学会計画系論文集 第74巻 第644号』pp.2257-2263 2009年10月） 

麓和善・加藤由香 「名古屋城大天守宝暦大修理における石垣工事について」 （『日本建築学会計画系論文集 第74巻 第645号』pp.2507-2513 2009年11月） 

麓和善・加藤由香 「名古屋城大天守宝暦大修理における本体上げ起し修理について」 （『日本建築学会計画系論文集 第75巻 第651号』pp.1231-1239 2010年5月） 

麓和善・加藤由香 「名古屋城大天守宝暦大修理における各部修理について」 （『日本建築学会計画系論文集 第75巻 第653号』pp.1745-1750 2010年7月） 

（２） 名古屋城略年表 

（※3） 『名古屋城史』（昭和34）に記載があるも、典拠資料不明 
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特別史跡名古屋城跡 本丸整備基本構想 特別史跡名古屋城跡 本丸整備基本構想 特別史跡名古屋城跡 本丸整備基本構想 

※本丸の【現況図】、【将来構想】は、本編に掲載したため割愛 
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